
伊藤敦史氏茨城県土木部港湾課長

企
業
誘
致
の
重
要
な
イ
ン
フ
ラ

　
―
北
関
東
道
全
線
開
通
が

常
陸
那
珂
港
区
の
コ
ン
テ
ナ

荷
量
に
与
え
た
影
響
は
。

　
「
企
業
の
物
流
戦
略
を
支

え
る
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
に
な

り
つ
つ
あ
る
。
内
陸
か
ら
港

湾
に
直
結
す
る
高
速
道
路
を

活
用
し
た
貨
物
量
の
伸
び
が

み
ら
れ
る
。
北
関
東
道
が
北

関
東
の
東
西
動
脈
に
な
っ
て

お
り
、
港
湾
と
海
上
の
物
流

網
の
整
備
が
こ
れ
ま
で
以
上

に
必
要
だ
。
ま
た
、
県
南
地

域
で
は
京
浜
港
を
利
用
す
る

荷
主
が
多
い
。
圏
央
道
の
県

内
全
線
開
通
後
、
助
成
制
度

の
新
設
な
ど
で
常
陸
那
珂
港

区
に
振
り
向
か
せ
ら
れ
る
か

今
後
考
え
た
い
」

　
―
北
米
と
の
コ
ン
テ
ナ
航

路
に
強
い
な
ど
、
特
色
の
あ

る
港
を
目
指
す
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
太
平
洋
側
に
あ
り
、
地

の
利
を
考
え
る
と
そ
う
い
う

考
え
方
も
あ
り
得
る
。
だ

が
、
運
航
距
離
が
長
い
上

に
、
現
時
点
で
北
米
向
け
を

一
定
量
集
め
る
の
は
難
し

い
。
東
南
ア
ジ
ア
と
の
荷
動

き
に
需
要
が
あ
り
、
短
期
的

戦
略
で
は
、
韓
国
、
中
国
、

東
南
ア
ジ
ア
へ
の
荷
物
、
航

路
、
便
数
を
増
や
す
こ
と
に

力
を
入
れ
た
い
。
県
外
企
業

立
地
件
数
の
ト
ッ
プ
県
と
し

て
、
常
陸
那
珂
港
区
を
企
業

誘
致
の
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
の

一
つ
に
し
た
い
」

　
―
こ
れ
ま
で
以
上
に
県
港

湾
担
当
と
企
業
誘
致
担
当
の

連
携
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
「
こ
れ
ま
で
は
国
道

号

東
京
環
状

が
物
流
の
動

脈
に
な
っ
て
い
た
が
、
圏
央

道
開
通
後
は
こ
れ
を
担
う
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
。
圏
央
道

沿
線
に
荷
主
、
物
流
企
業
な

ど
が
立
地
す
る
こ
と
で
、
企

業
活
動
の
拠
点
に
な
る
。
港

と
高
速
道
路
を
企
業
誘
致
の

強
力
な
カ
ー
ド
に
し
て
い
き

た
い
」

港
湾
・
物
流
こ
の
人
に
聞
く

国際海上コンテナターミナルのある茨城港常陸那珂港区
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東
日
本
大
震
災
で
甚
大
な
影
響
を
受
け
た
茨
城
県
の
沿
岸
部
は
、
震
災
か
ら
３
年
が
経
過

し
、
暫
定
供
用
し
て
い
た
公
共
岸
壁
全

岸
壁
が
２
０
１
４
年
内
に
は
完
全
復
旧
す
る
見
通

し
。
一
方
、
こ
の
間
、
茨
城
港
常
陸
那
珂
港
区

ひ
た
ち
な
か
市
、
東
海
村

で
は
、

年

月
に
中
国
、
韓
国
、
東
南
ア
ジ
ア
を
結
ぶ
定
期
コ
ン
テ
ナ
の
新
航
路
が
約
９
年
ぶ
り
に
開

設
。
陸
地
で
は
北
関
東
自
動
車
道

北
関
東
道

の
全
線
開
通
に
始
ま
り
、

年
度
を
め
ど

と
し
た
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道

圏
央
道

の
県
内
全
線
開
通
な
ど
、
陸
海
空
の
広
域

交
通
網
が
着
実
に
整
備
さ
れ
、
港
湾
を
利
用
す
る
荷
主
や
物
流
会
社
に
と
っ
て
も
利
用
し
や

す
い
環
境
が
整
っ
て
き
て
い
る
。

コ
ン
テ
ナ
利
用
促
進
道
路
網
整
備
も
追
い
風

常陸那珂港区に寄港する南星海運

常陸那珂港区に寄港するＳＩＴＣ

北
関
東
の
玄
関
口

　
茨
城
港
は
首
都
圏
の
港
湾
貨

物
の
京
浜
港
へ
の
集
中
を
回
避

す
る
一
翼
を
担
え
る
港
と
し

て
、
茨
城
県
内
で
は
北
関
東
の

玄
関
口
「
北
側
ゲ
ー
ト
ウ
ェ

イ
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
。
中
で
も
常
陸
那
珂
港
区

は
、
定
期
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
や
定
期

コ
ン
テ
ナ
船
が
内
貿
３
航
路
、

外
貿

航
路
で
運
航
さ
れ
る
国

際
港
湾
と
し
て
、
茨
城
県
が
特

に
力
を
入
れ
て
い
る
。
だ
が
、

「
扱
う
荷
量
を
増
や
し
た
い
」

県
港
湾
課

、
「
航
路
を
も

っ
と
増
や
し
て
ほ
し
い
」

荷

主

と
、
ニ
ワ
ト
リ
が
先
か
卵

が
先
か
の
議
論
が
絶
え
な
い
。

　
そ
こ
で
、
茨
城
県
が
出
資

し
、
常
陸
那
珂
港
区
の
港
湾
管

理
業
務
な
ど
を
行
う
茨
城
ポ
ー

ト
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ

東
海
村

は
、
２
０
１
３
年
に
同
港
区
の

コ
ン
テ
ナ
利
用
促
進
の
た
め
、

２
回
の
社
会
実
験
を
行
っ
た
。

初
回
は
２
―
３
月
に
行
わ
れ
、

新
規
に
利
用
す
る
と
、
コ
ン
テ

ナ
１
本
当
た
り
２
万
円
助
成
す

る
も
の
で
、
輸
入
で

社
約
１

１
０
本
、
輸
出
で
５
社
約

本

に
適
用
さ
れ
た
。
継
続
し
て
利

用
す
る
荷
主
が
９
社
あ
り
、

「
助
成
に
一
定
の
効
果
が
み
ら

れ
た
」
と
県
港
湾
課
は
指
摘
す

る
。

貨
物
荷
主
に
助
成
金

　
県
は

年
度
の
当
初
予
算
に

３
５
０
万
円
を
計
上
し
、
総
事

業
費
１
０
０
０
万
円
で
、
東
海

村
と
ひ
た
ち
な
か
市
、
茨
城
ポ

ー
ト
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ

東
海

村

、
常
陸
那
珂
コ
ン
テ
ナ
タ

ー
ミ
ナ
ル

同

と
と
も
に
、

常
陸
那
珂
港
区
か
ら
の
コ
ン
テ

ナ
輸
出
を
促
進
す
る
「
コ
ン
テ

ナ
貨
物
集
荷
促
進
事
業
」
を
始

め
る
。
「
既
存
航
路
の
安
定
と

新
航
路
の
誘
致
が
目
的
だ
が
、

輸
出
の
内
訳
を
見
る
と
、
空
コ

ン
テ
ナ
が
多
い
」

県
港
湾

課

た
め
、
少
し
で
も
空
コ
ン

テ
ナ
を
実
入
り
に
し
た
い
と
い

う
の
が
実
情
だ
。
事
実
、
コ
ン

テ
ナ
取
扱
数
量
の
外
貿
・
内
貿

併
せ
た

年
見
通
し
は
、
２
万

７
０
０
０
Ｔ
Ｅ
Ｕ

１
Ｔ
Ｅ
Ｕ

は
２
０
フ
ィ
ー
ト
コ
ン
テ
ナ
１

個

以
上
だ
が
、
空
で
輸
出
し

て
い
る
ケ
ー
ス
が
目
立
つ
。

　
コ
ン
テ
ナ
貨
物
の
集
荷
促
進

の
た
め
、
新
規
の
利
用
荷
主
に

は
１
本
当
た
り
１
万
円
を
支
援

し
、
増
加
の
場
合
は
同
５
０
０

０
円
を
支
援
す
る
。
ま
た
、
国

際
フ
ィ
ー
ダ
ー
航
路
を
新
規
に

利
用
す
る
荷
主
に
は
同
１
万
２

０
０
０
円
、
増
加
す
る
利
用
荷

主
に
は
６
０
０
０
円
を
支
援
す

る
。
新
規
航
路
開
設
の
船
社
に

は
同
２
０
０
０
円
を
支
援
す

る
。
県
は
同
助
成
金
の
導
入
に

よ
り
、

フ
ィ
ー
ト
コ
ン
テ
ナ

換
算

Ｔ
Ｅ
Ｕ

で
年
間
５
０

０
０
本
の
増
加
を
目
指
し
て
い

る
ほ
か
、
「
新
規
航
路
開
設
に

は
１
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
増
は
必
要
。
そ

こ
ま
で
や
り
た
い
」

伊
藤
敦

史
県
港
湾
課
長

と
コ
ン
テ
ナ

輸
出
を
後
押
し
す
る
。

グ
リ
ー
ン
物
流
に

　
農
業
機
械
な
ど
製
造
す
る
ク

ボ
タ
は
、
県
内
の
筑
波
工
場

つ
く
ば
み
ら
い
市

か
ら
の

輸
出
コ
ン
テ
ナ
に
つ
い
て
、
物

流
の
効
率
化
と
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
削
減
、

東
京
港
と
周
辺
道
路
の
慢
性
的

な
混
雑
の
緩
和
を
積
極
的
に
推

進
し
て
い
る
。

　

年

月
に
は
茨
城
県
や
輸

入
会
社
、
船
会
社
な
ど
と
、
経

済
産
業
省
と
国
土
交
通
省
が
支

援
す
る
グ
リ
ー
ン
物
流
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
会
議
の
「
第

回

グ
リ
ー
ン
物
流
優
良
事
業
者
表

彰
」
で
経
済
産
業
大
臣
表
彰
を

受
賞
し
て
い
る
。

　
同
社
は
現
在
、
宇
都
宮
工
場

栃
木
県
宇
都
宮
市

で
製
造

す
る
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
を
ア
ジ

ア
方
面
へ
輸
出
す
る
際
に
は
東

京
港
で
は
な
く
、
常
陸
那
珂
港

区
に
寄
港
す
る
韓
国
・
南
星
海

運
と
中
国
・
Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
の
両
方

を
利
用
し
て
い
る
。
「
物
流
コ

ス
ト
や
リ
ー
ド
タ
イ
ム
の
面
で

合
致
す
れ
ば
、
ど
こ
の
港
を
使

う
か
と
い
う
こ
だ
わ
り
は
な

い
」
と
機
械
海
外
総
括
部
の
土

本
哲
也
物
流
企
画
グ
ル
ー
プ
長

は
強
調
す
る
。
北
関
東
道
が

年
３
月
に
全
線
開
通
し
、
「
距

離
が
東
京
港
に
行
く
よ
り
近

く
、
１
日
２
回
転
も
可
能
。
ト

ラ
ッ
ク
も
混
雑
し
て
い
な
い
」

土
本
哲
也
物
流
企
画
グ
ル
ー

プ
長

こ
と
が
決
め
手
に
な
っ

て
お
り
、
今
後
も
積
極
的
に
同

港
区
を
利
用
し
て
い
く
計
画

だ
。

矢野裕児氏流通経済大学大学院物流情報学研究科長

圏
央
道
沿
線
を
物
流
拠
点
に

　
―
北
関
東
道
全
線
開
通
に

加
え
、
圏
央
道
の
県
内
全
線

開
通
も
見
え
て
き
ま
し
た
。

　
「
圏
央
道
は
首
都
圏
の
物

流
を
考
え
る
と
今
後
の
軸
に

な
る
重
要
な
道
路
だ
。
茨
城

県
は
こ
れ
ま
で
首
都
圏
の
東

側
と
い
う
位
置
づ
け
に
さ
れ

て
い
た
が
、
圏
央
道
で
は
北

の
玄
関
口
に
位
置
し
て
い

る
。
環
状
道
路
の
圏
央
道
が

完
成
す
れ
ば
、
茨
城
県
が
首

都
圏
の
道
路
網
に
完
全
に
組

み
込
ま
れ
る
こ
と
を
意
味
す

る
」

　
―
物
流
企
業
か
ら
み
て
魅

力
的
な
県
・
港
湾
に
す
る
に

は
、
何
が
必
要
で
し
ょ
う

か
。

　
「
他
県
と
協
力
す
る
な

ど
、
次
の
物
流
拠
点
と
し
て

物
流
ク
ラ
ス
タ
ー
の
よ
う
な

も
の
を
構
築
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
荷
主
企
業
が
多
く

集
ま
る
可
能
性
の
高
い
圏
央

道
沿
線
と
同
じ
場
所
に
物
流

拠
点
を
集
め
た
方
が
効
率
が

良
い
。
そ
う
す
る
こ
と
で
東

京
港
で
は
な
く
、
常
陸
那
珂

港
区
な
ど
に
荷
量
が
流
れ
る

可
能
性
も
あ
る
。
い
ば
ら
き

の
港
の
荷
量
増
加
の
要
因
と

成
り
う
る
戦
略
的
な
企
業
誘

致
が
必
要
だ
」

　
―
常
陸
那
珂
港
区
の
外
航

コ
ン
テ
ナ
の
荷
量
を
増
や
す

た
め
に
考
え
ら
れ
る
他
の
施

策
は
あ
り
ま
す
か
。

　
「
内
航
貨
物
を
再
認
識
す

る
こ
と
だ
ろ
う
。

２
０
１

５
年
問
題

と
さ
れ
る
長
距

離
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
手
不
足

が
深
刻
だ
。
鉄
道
貨
物
は
容

量
に
限
界
が
あ
り
、
内
航
貨

物
に
は
余
裕
が
あ
る
。
現
実

的
に
は
不
可
能
か
も
し
れ
な

い
が
、
内
航
で
東
京
港
に
荷

物
を
集
約
す
る
の
で
は
な

く
、
常
陸
那
珂
港
区
に
集
め

ら
れ
れ
ば
、
外
航
定
期
航
路

の
新
規
開
設
に
つ
な
が
る
か

も
し
れ
な
い
」

いばらきの港利便性高まる
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